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講習会のご案内 
 

「ｸﾘｽﾏｽからお正月の寄せ植え」実習           ☆ お 願 い ☆    

と き  平成 21 年 12 月 6 日（日）             ※ 講習会は予約が必要です。 

PM 1：30～3：30 定員 20 名          定員になり次第、募集は締め切らせていた 

講 師  ﾌﾗﾜｰﾏｽﾀｰ 山本 裕美さん          だきます。      

教材費  2,000 円                      お申込み・お問い合わせは ６５-５５５３ まで      

                  

                    新年のお知らせ 

                                 

「洋ラン講座」  -春に向かっての育て方-                   「果樹の剪定と病害虫防除」ﾘﾝｺﾞ･ｻｸﾗﾝﾎﾞ他 

と き  平成 22 年 2 月 14 日（日）             と き  平成 22 年 2 月 21 日（日） 

      PM 1：30～ 3：30 定員 50 名               PM 1：30～ 3：30 定員 50 名     

講 師 旭川蘭友会顧問 笠原 幸三さん         講 師  相談員 佐藤 吉光 

                                 

 

展示会のご案内  
             

「神楽岡公園のｷﾀｷﾂﾈ写真展」                「神楽岡公園のｴｿﾞﾘｽ写真展」              

平成 21 年 12 月 1 日～28 日                  平成 22 年 1 月 8 日～31 日  

出展：井原 久夫さん                       出展：井原 久夫さん  

                                            

 

          

年末年始の休館のご案内  

平成 21 年 12 月 29 日（火）～平成 22 年 1 月 4 日（月）まで       

緑の相談所は休館させていただきます。 

平成 22 年 1 月 5 日（火）より、通常どおり開館いたします。          



１２月の園芸作業 

      

   ・ シクラメンは日光が良くあたる場所に置き、昼間は

15～18℃、夜間は 5～8℃の低温で育て、液肥

（1,000 倍程度、半月に 1 回）を与えましょう。 

・ ポインセチアの色づいた花のように見えるのは苞と

呼ばれる葉が変化したものです。この苞が出ない

場合は、夜はダンボールで覆う（夜 5 時から朝 8

時まで）など短日処理をしましょう。また、シャコバ

サボテンやカランコエも花が咲かない場合は同様

にしましょう。 

・ クンシランは花茎の上りをよくするために 10℃程度

の低温で水はやらずに管理します。花茎が伸びて

きたら 20℃前後の部屋に置き、水を与えましょう。 

・ アザレアは 10～15℃の場所で育てると 40～50 日

で開花します。開花後も 10～15℃の部屋で窓辺

に置くと長く楽しめます。水やりは鉢土が乾いたら

たっぷりやりましょう。 

・ クジャクサボテンは水やりを中止し無暖房で夜間照

明のない凍らない程度の場所で休眠させましょ

う。 

・ サンセベリアは最低 5～8℃まで下がる室内では水

やりは中止しましょう。過湿にすると根腐れになり

ます。（1 月も同様） 

・ スパティフィルムを日陰に長く置くと花が咲かなく

なります。日光が大好きなので、よく日の当た

る場所に置くと開花します。（1 月も同様） 

     ・ ディフェンバキアは寒さを嫌うので、室温を 15℃

以下にしてはいけません。（1 月も同様） 

 

１月の園芸作業 

 

・ 厳寒期の管理で一番大切なことは室温の変化、特に

最低気温です。10℃前後では水やりを特に控えな

ければなりません。植物の種類によっても水やりの

加減に注意しましょう。 

・ シクラメンは花が終わり、葉が傷んできたら随時、花

茎をひねって、根もとから抜きとりましょう。枯れた花

ビラや葉は病害の発生源になります。 

・ アマリリスや球根ベゴニアなど休眠から覚めて、芽が

出てきた場合は植え替えをして、20℃前後の部屋に

移して、水やりや加温をしましょう。 

・ ハイビスカスは冬期間、光線不足で花つきが悪い時

期です。伸び過ぎている場合は切り戻して春から咲

く側枝を育てましょう。 

・ シャコバサボテンの花が咲き終わった鉢は最低 5℃く

らいの明るい部屋で、乾燥ぎみに管理しましょう。 

・ 正月に鑑賞したウメの盆栽は花が終ってから新芽の

出ないうちに戸外に出し、庭の土まで雪を掘り、枝

が折れないように囲いなどをして雪の中に埋めまし

ょう。 

・ アデニウム(砂漠のばら)、花月（カネノナルキ）、アロ

エ、花キリンなどは窓辺で日光に十分あて、水は控

えめにして育てましょう。 

 

 

    

鉢花・観葉植物の冬季間の一般的な管理 

 

・ 鉢花・観葉植物のほとんどが暖房による空気の乾燥を嫌うので、こまめに霧吹きをしましょう。また、低温で落葉す

ることがあるので 15℃以上で育てて、肥料は基本的には与えません。 

・ この時期に植替え、鉢替えをすると枯死したり極端に生育が悪くなります。植替えは春まで待ちましょう。根腐れな

ど障害が出た場合は応急処置として植替えをする場合があります。 

・ 観葉植物も日光が必要です。窓辺の明るい場所を有効に活用するため、置き台やフラワースタンドを用いて配置す

ることを考えましょう。 

※ 戸外の緑が少ない冬こそ、鉢花、観葉植物を効果的に飾りたいものです。植物の生育条件を

知り、室内の環境条件に適した植物で冬季の室内園芸を楽しみましょう。 



門松の飾り方 

 

 

門松とは、お正月を迎えるにあたって門や玄関に飾る松のことを言います。 

お正月には、この松を依代（よりしろ）に「歳神」様が降りてくるといわれてい

ます。つまり「歳神」様が最初に降りてくる目印になるのです。 

正式な門松は、竹を三本束ねてまわりに松をあしらい、むしろで包んで荒縄で三

か所を七五三（下から七、五、三巻きと、筋目を見せる）に結び、雄松（クロマ

ツ）、雌松（アカマツ）と対に立てます。 

門松は 12 月 13 日から 28 日の間か、30 日に立てます。29 日に立てるのは「九

松」といって「苦待つ」に通じることから、また、31 日は「一夜飾り」といって

一日だけでは、神様を迎える誠意が足りないとして嫌われています。 

松の内とは、元旦から門松を取りはずす日までの期間をいいます。歳神を迎え

て、役目の済んだ門松は、普通、七草の７日に取り外すようですが、地方によ

っては 10 日、15 日などのところもあります。 

 

 

 

 

 

北海道で門松に使われる木 

トドマツ（椴 松）（別名 アカドドマツ） マツ科モミ属  

   

 

北海道で一番ポピュラーな針葉樹であり、低地から高地まで広く分布してい

る。トドマツはアイヌ語トトロップに基づくもので、トドの漢字は「椴」はト

ドマツの枝が毎年一段ずつ輪生することからこの字が使われたといわれます。 

トドマツはマツカサの鱗片の形や樹皮の色によって、トドマツ（アカトドマツ）

とアオトドマツに分けることがありますが、トドマツは北海道の北や東の地域

に、アオトドマツは南西部に多く分布しています。 

モミがない北海道ではクリスマスツリーにトドマツの若木をよく使います。

クリスマスツリーに点灯してモールやプレゼントを飾ることは、キリスト教本

来のものではなく、ケルト民族の常緑樹を敬う習慣から来たものといわれてい

ます。 

北海道では建築材として柱、梁、土台などの角材、板材のほか、かつては屋

根柾にも用いられていました。 

暮れの歳の市では、お正月の門松用にトドマツの枝がよく売られています。

北海道にはアカマツ、クロマツがないため、トドマツが代用に使われています。 



もっと知ろう！ 観葉植物 

—観葉植物とは葉、茎、幹など地上部全体を楽しむ植物の一群を指します—    

種類は非常に多く、葉色がカラフルで美しい種類は熱帯地方や亜熱帯地方など年間を通じて暖か

い地域に自生するものが目立ちます。 

 

 

冬季間は置き場所の温度条件と生育状態で大きく変わります。 

毎日与えるもの、２～3 日間隔で与えるもの、週 1 回程度でよいもの、月２～3 回でよいもの、

水やりを中止するものなど多様です。 特に温度、湿度、日照時間などを

配慮して育てることが大切です。 

展示室の植物たち（２８） 

ジペティヌス（別名 ドリアン）   キワタ科ドゥリオ属 

 

マレー半島やボルネオ島原産の落葉低木で、高さは２０～４０メートルになりま

す。別名ドリアンで、熱帯果実の王様と言われ、果肉が美味で栄養価が高く、ビタミンＢ，Ｅが多く含

まれています。熱帯の人には好まれる果物ですが、実が熟すと強い臭気を出すため、日本人にはあまり

好まれないようです。熱帯で育つ高温性植物なので温室での結実は困難と言われています。 

当温室ではこのドリアンの実から採った種子を今夏に播き、今は本葉が出て順調に生育しています。

前述のように結実の望みはないのですが、観葉植物として使えるか生育を見ています。 

植 物 名 自 生 地 自生地の気候 

ドラセナ、クロトンノキ、アナ

ナス、ディフェンバキア、カラ

ジューム 

マレー半島、東インド諸島、 

中央アメリカ、マダカスカル東

岸、ブラジルなど 

熱帯雨林地帯で年間を通して 

高温多湿で毎日スコールが降

る。 

ガジュマル、ベンジャミナ、シ

ェフレラ、フイロデンドロン、

フエニックス、オリズルラン、

アジアンタム 

インドシナ半島、スーダン、ケ

ニア、コンゴー南部、西インド

諸島、フィリッピン、ビルマ 

雨期と乾期が明瞭で年間降雨

量は熱帯雨林地帯よりは少な

い。気温は高い。 

コルディネ、シュロチク、観音

竹 

中国南部、インド北部、南アフ

リカのアンゴラ地域、オースト

ラリア北東部 

温帯夏雨地域に自生し、夏に雨

が多く、気温が高く、冬は降雨

が少ない。 

ソテツ、サクランボ、マンリョ

ウ、ハマユウ、タニワタリ 

日本、中国中・南部、北米東部、

オーストラリア東海岸中部 

 

温帯湿潤地帯、四季の区別があ

り、夏から秋には台風が通過し

て風雨が強く、年間の気温差が

目立つ。 

植物の原産地と生育環境を知るのがコツ！ 

水の与え方、これがポイント・・・植物の性質を理解して体験しながら 


